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キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

申込期限
４月13日

出
演
す
る
団
体
を
募
集

11
月
10
日
～
12
月
27
日
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

あ
な
た
も「
キ
セ
ラ
ホ
ー
ル
」の
舞
台
に
立
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
31
年
１
月
４
日
㈮
か
ら
一
般
利

用
を
開
始
す
る
「
キ
セ
ラ
ホ
ー

ル
」。
１
０
０
０
人
が
入
場
で
き

る
多
目
的
ホ
ー
ル
で
す
。

　
30
年
11
月
10
日
㈯
～
12
月
27
日

㈭
に
同
施
設
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
同
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
は
、
ホ
ー
ル

と
楽
屋
を
無
料
で
使
用
で
き
ま

す
。

【
対
象
】
活
動
拠
点
が
市
内
に
あ

る
、
ま
た
は
、
構
成
員
の
過
半
数

が
市
内
在
住
者
の
団
体
。
い
ず
れ

も
、
５
年
以
上
の
活
動
歴
が
あ
る

こ
と（
個
人
で
の
受
け
付
け
不
可
）

【
申
し
込
み
】
市
役
所
２
階
の
文

化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
課
と
各
公

民
館
、
み
つ
な
か
ホ
ー
ル
に
備
え

付
け
の
申
込
書
と
企
画
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

文化・観光・スポーツ課（市観光協会事務局）　 （740）1161問い合わせ

源 氏 ま つ り 特 別 列 車 の 乗 車 希 望 者 募 集

イベント列車を運行

　源氏まつりに合わせて実施する「イベント列車」。源氏ゆかりの武
者や巴御前などが乗車し、源氏まつりを PRします。
　同列車への乗車希望者を募集。午前 11 時ごろに阪急・能勢電鉄「川
西能勢口」駅を出発。「日生中央」駅で折り返し「多田」駅までの１
便を運行します。運賃不要で、定員は 200人。定員超過の場合は抽選。
　希望者は、往復ハガキ（１枚で４歳以上の人が４人まで申し込み可。
４歳未満の子どもは膝の上に抱いてください）に、「イベント列車申
し込み」、代表者の住所、参加者全員の氏名（フリガナ）、年齢、電話
番号（自宅と携帯）を書き、３月 15 日㈭（消印有効）までに〒 666
―8501・文化・観光・スポーツ課（市観光協会事務局）へ。応募者
全員に結果通知を発送します。

＠阪急・能勢電鉄「川西能勢口」駅出発
４月８日 　 午前 11 時ごろ

文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
課　

（
７
４
０
）
１
１
６
１

問
い
合
わ
せ

ド
可
）
に
必
要
事
項
を
書
き
、
団

体
規
約
（
会
則
）、
住
所
と
氏
名

が
明
記
さ
れ
て
い
る
団
体
会
員
名

簿
、
団
体
の
活
動
実
績
が
分
か
る

資
料
を
３
月
１
日
㈭
～
４
月
13
日

㈮
（
消
印
有
効
）
に
、
〒
６
６
６

―
８
５
０
１
・
文
化
・
観
光
・
ス

ポ
ー
ツ
課
へ
持
参
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
（
提
出
さ
れ
た
資
料
は
返

却
し
ま
せ
ん
）。

「
景
観
園
芸
学
科
」と

「『
地
域
』文
化
論
学
科
」を
開
講

　
「
景
観
園
芸
学
科
」「『
地
域
』

文
化
論
学
科
」
い
ず
れ
も
５
月
26

日
～
12
月
１
日
の
毎
土
曜
日
午
前

10
時
―
11
時
半
（
原
則
）
に
ア
ス

テ
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
講
し
ま
す
。

全
20
回
。

　

対
象
は
市
内
在
住
・
在
勤
者

で
、
修
了
す
る
ま
で
の
２
年
間
、

協
調
性
を
持
っ
て
や
り
遂
げ
る
学

習
意
欲
の
あ
る
人
。
費
用
は
各
年

１
万
５
０
０
０
円
（
資
料
代
別
）

で
、
定
員
は
各
１
０
０
人
（
今
ま

で
入
学
し
て
い
な
い
人
を
対
象

に
、
各
50
人
の
優
先
枠
あ
り
）。

　
申
し
込
み
は
、
３
月
１
日
㈭
か

ら
市
役
所
３
階
の
社
会
教
育
・
文

化
財
課
、
同
１
階
正
面
案
内
、
ア

ス
テ
市
民
プ
ラ
ザ
、中
央
図
書
館
、

み
つ
な
か
ホ
ー
ル
、総
合
体
育
館
、

パ
レ
ッ
ト
か
わ
に
し
、各
公
民
館
、

大
和
行
政
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

る
入
学
案
内
書
巻
末
の
往
復
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
書
き
、
３
月
31

日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
生
涯
学
習

短
期
大
学
へ
。

　
定
員
超
過
の
場
合
は
、
４
月
14

日
㈯
に
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

な
お
、定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

先
着
順
で
４
月
21
日
㈯
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

レ
フ
ネ
ッ
ク

生
涯
学
習
短
期
大
学
の
入
学
案
内

　

生
涯
学
習
短
期
大
学
レ
フ
ネ
ッ
ク
が
学
生
を
募
集
。
同
大
学

で
は
、
１
つ
の
学
科
を
２
年
間
、
専
門
的
・
系
統
的
に
学
び
ま

す
。
30
年
度
は
左
表
の
通
り
。

近代日本のナショナリズム

つながる「地域」
／対立する「地域」

「地域」文化研究
の方法と対象

「地域」文化研究
の方法と対象

「地域」としての
日本・アジア

日本人の運命観：運命は変えることができる？
日本と世界２：東南アジアとの関係から
日本と世界１：東欧・中近東・オセアニアとの関係から
沖縄から見る日本／アジア

映画をより深く見るための視点：映画学の基礎
現代に生きる雅楽２：新しい創造
現代に生きる雅楽１：古代からの継承
東南アジアの環境と歴史２：初期グローバル化の最前線
東南アジアの環境と歴史１：自然と文化の多様性

現代中国の政治と国際関係３：中国の台頭と国際秩序
現代中国の政治と国際関係２：鄧小平と改革開放
現代中国の政治と国際関係１：毛沢東と中国革命

地域から見えてくる日本映画の歴史：神戸・兵庫を具体
例に

銃をもつ権利：銃規制反対の価値観の背景
世界からみる阪神間の歴史
アメリカ南部における歴史教育とメキシコ系住民
スペイン語圏における国旗成立の歴史
バナナから見た現代世界

トランプ大統領を支持する人びと：アメリカ社会の変
化から考える
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２

内容回 主題
１

景観園芸学科
植物と人の関わりをさまざまな切り口で学ぶ

　景観園芸学科では、植物と人との幅広い関係をさまざまな切り口で見つめて
いきます。一連の講義を通して、身近な緑地の成り立ちを理解し、さらに、植
物や緑地の創出・管理・保全・活用について考える基礎を身に付けることを目
標とします。講師は県立大学大学院教授の平田富士男さん他。

「地域」文化論学科
日本を含めた世界における「地域」間のつながり・地域文化を考える

　「地域」「地域文化」という題目を見て何をイメージしますか。「地域」文化
論学科では、日本も含めた、世界的規模での社会の歴史的つながりを考えます。
講師は神戸大学大学院准教授の小澤卓也さん他。

内容回 主題

まちづくりにおける生産緑地の意義

日本の植生
景観と構造

里地里山の
保全と活用

市民による緑の
まちづくり

景観の機能評価

庭園

北国の花づくり

まちの緑

園芸植物の活用

景観園芸学入門

緑のまちづくりの効果の貨幣価値化
良好な緑環境の保全のための考え方
地域の植生で形成される緑環境の成り立ち
人間はどのように景観をみているか

世界の庭園の様式：民族と歴史の融合

日本の自然環境と植生の分布

日本庭園の見方：文化と歴史の融合
宿根草のガーデン
都市の樹木をみわける
樹木の体のつくり

里地の草原の成り立ちと保全
里地ウェットランドの成り立ちと保全
里山の林の成り立ちと保全

癒しのガーデンデザイン
まちに緑が必要な理由

園芸の動機づけとその効用
五感を刺激する園芸
暮らしの中の園芸
ガイダンス（景観園芸とは）
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１

新規募集

　従来の文化会館の他、中央公民館やふ
れあいプラザなどを統合し、さらに新し
い機能を加えた複合施設の「キセラ川西
プラザ」。同施設内にできる文化関連施
設が「キセラホール」です。同ホールの
一般利用は 31年１月４日㈮から。現在、
利用申し込みを受け付けています。

What's キセラホール？

社
会
教
育
・
文
化
財
課
（
レ
フ
ネ
ッ
ク
担
当
）

（
７
５
７
）８
４
８
１

問
い
合
わ
せ


